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安
倍
政
権
は
国
民
に
大
き
な
不
安
を

巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
法
案
は
政
府
が

違
憲
と
し
て
き
た
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
容
認
し
、
自
国
が
攻
撃
さ
れ
て
い

な
く
て
も
武
力
行
使
に
道
を
開
く
。
憲

法
が
権
力
を
縛
る
立
憲
主
義
の
精
神
に

も
反
す
る
。
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
手

に
し
た
平
和
主
義
が
危
う
い
。
安
保
法

案
反
対
集
会
や
デ
モ
に
、
若
者
や
学
生

が
自
発
的
、
自
然
発
生
的
に
参
加
し
、

若
い
母
親
も
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
参

加
し
始
め
た
。
自
分
で
考
え
、
声
を
上

げ
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
政
治
の
方
向

を
誤
ら
せ
ず
、
確
か
な
未
来
を
開
く
。

２日㈬　�戦争をさせない北海道委員会総がかり行
動（札幌市）

４日㈮　道本部政策セミナー（札幌市）
７日㈪　�戦争関連法案」廃案を求める参議院中央

行動（～９日、東京）
８日㈫　�第25回執行委員会（札幌市）
10日㈭　�戦争をさせない北海道委員会総がかり行

動（札幌市）
11日㈮　�第49回全道自治体職員等野球選手権全道

優勝大会（～ 14日、釧路市）
12日㈯　�第29回全日本自治体職員等女子バレーボ

ール選手権全国優勝大会（～14日、岡山市）

９月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

デモ行進で「戦争法案反対」「安倍政権は退陣せよ」との声を上げた

全国から約4300人が参加し活発な議論が行われた＝８月24～ 26日、金沢市

本号の紙面

２

２
０
１
５
人
事
院
勧
告
の
概
要
と
解
説
、
自

治
労
共
済
「
長
期
共
済
・
税
制
適
格
年
金
」

３４

不
戦
の
日
！
北
海
道
集
会
、
職
場
だ
よ

り
、
シ
リ
ー
ズ
「
社
会
保
障
制
度
改
革
の

行
方
」
㉒
、
お
ー
さ
か
さ
ん
の
国
会
だ
よ

り
、
忙
中
余
話

自治労北海道本部
第57回 定期大会

８：30 受付
９：00 開会

ホテルポールスター札幌
札幌市中央区北４条西６丁目

９：00 再開
16：30 閉会

９ 28月 日㈪

29日㈫

戦争をさせない北海道

2015 総がかり行動

18：00～19：30
大通公園西３丁目

９月10日、14日、15日、16日
　　17日、18日、24日、25日

た
か
う
。
自
治
労
が
め
ざ
す

『
共
生
と
連
帯
』
に
基
づ
く

持
続
可
能
な
社
会
実
現
に
取

り
組
む
」
と
強
調
し
、「
組
織

強
化
・
拡
大
を
は
か
り
、『
え

さ
き
た
か
し
』
の
再
選
、
参

議
院
議
員
選
挙
の
勝
利
に
む

け
全
力
で
取
り
組
む
。
２
年

間
の
方
針
を
先
頭
に
立
ち
進

め
る
」
と
力
強
く
決
意
を
述

べ
た
。

　

川
本
淳
・
新
委
員
長
は
、

「
自
治
労
運
動
の
前
進
に
む

け
、
運
動
を
展
開
す
る
た
め

に
は
女
性
の
参
画
が
極
め
て

重
要
だ
、
力
強
く
取
り
組

む
。
賃
金
確
定
闘
争
に
む

け
、
戦
略
の
具
体
化
、
指
導

力
を
強
化
す
る
。
安
全
保
障

法
制
の
廃
案
に
む
け
、
安
倍

政
権
の
暴
走
を
止
め
る
た
め

に
全
国
の
先
頭
に
立
っ
て
た

本
部
も
一
体
と
な
っ
て
た
た

か
う
。
自
治
労
は
、
世
の
中

の
理
不
尽
・
不
条
理
に
対
し

て
毅
然
と
し
て
た
た
か
う
組

織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
治
労
本
部
が
先
頭
に
立
っ

て
運
動
す
る
こ
と
を
期
待

し
、
北
海
道
も
全
力
を
挙
げ

て
川
本
・
新
体
制
の
自
治
労

を
支
え
て
地
域
で
奮
闘
し
て

い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

は
、
組
織
内
『
え
さ
き 

た

か
し
』
の
再
選
、
そ
し
て
自

治
労
推
薦
候
補
全
員
が
勝
ち

と
る
た
た
か
い
を
全
国
的
に

展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
道

議
院
選
挙
で
、
自
治
労
組
織

内
参
議
院
議
員
『
え
さ
き
た

か
し
』
の
再
選
を
勝
ち
取
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

報
告
に
対
す
る
質
疑
で

は
、
本
部
公
営
企
業
評
議

会
・
佐
藤
議
長
（
札
幌
市
職

連
）
が
「
公
営
企
業
評
議
会

に
お
け
る
取
り
組
み
の
報

告
」
と
、「
評
議
会
の
組
織
強

化
」「
現
業
公
企
統
一
闘
争
の

強
化
に
お
け
る
課
題
」
に
つ

い
て
発
言
し
た
。

　

質
疑
討
論
で
は
、
山
上
・

道
本
部
委
員
長
が
発
言
し

　

自
治
労
本
部
・
氏
家
委
員

長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
自
治
体

職
場
全
体
に
お
け
る
組
織
率

が
低
下
し
て
い
る
。
危
機
感

を
持
っ
て
組
織
強
化
・
拡
大

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
安
倍

政
権
と
対
峙
す
る
た
め
、

『
新
た
な
政
治
対
応
方
針
』

に
基
づ
き
、
来
年
７
月
の
参

　

大
会
で
は
、
１
期
２
年
間

委
員
長
を
務
め
た
氏
家
常
雄

さ
ん
（
東
京
都
）
が
退
任

し
、
川
本
淳
委
員
長
（
中
川

町
職
労
）
が
就
任
し
た
。
北

海
道
選
出
の
中
央
執
行
委
員

長
は
、
２
０
０
２
年
の
大
原

義
之
さ
ん
以
来
５
人
目
。

　

執
行
委
員
は
引
き
続
き
、

石
上
千
博
さ
ん
（
富
良
野
市

労
連
）
岸
真
紀
子
さ
ん
（
岩

見
沢
市
職
労
）
、
新
た
に
駒

井
由
美
さ
ん
（
全
道
庁
労

連
）
、
特
別
執
行
委
員
に
三

浦
正
一
さ
ん
（
共
済
）
、
引

き
続
き
、
平
川
則
夫
さ
ん

（
連
合
）
、
大
門
正
彦
さ
ん

（
生
活
研
）
が
就
任
し
た
。

　

８
月
24
日
～
26
日
、
自
治
労
第
88
回
定
期
大
会
が
石
川
県
金
沢
市
で
開
か
れ
、
代
議

員
と
傍
聴
者
を
含
む
約
４
３
０
０
人
（
北
海
道
か
ら
１
２
５
人
）
が
結
集
し
、
議
長
団

は
道
本
部
・
谷
川
会
計
部
長
が
務
め
た
。
本
大
会
で
は
、
今
後
２
年
間
の
主
な
自
治
労

の
運
動
方
針
で
あ
る
「
賃
金
闘
争
の
あ
り
方
」「
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
」「
第
24

回
参
議
院
議
員
選
挙
闘
争
の
取
り
組
み
」、
当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
を
決
定
し
た
。

新
委
員
長
に
川
本
淳
さ
ん（
中
川
町
職
労
）

発言する山上道本部委員長

組
織
強
化
・
拡
大
「
え
さ
き
た
か
し
」再
選

に
し
な
け
れ
ば
遂
行
で
き
な

い
戦
争
は
、
憲
法
の
個
人
主

義
の
理
念
に
反
す
る
。
若
者

を
人
殺
し
の
機
械
に
し
て
は

な
ら
な
い
。
戦
争
が
も
た
ら

す
過
酷
な
『
宿
命
』
を
若
者

に
強
い
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
決
意
が
憲
法
９
条
に
結
晶

し
て
い
る
。
若
者
を
再
び
戦

場
に
送
る
戦
争
法
案
を
阻
止

し
廃
案
に
追
い
込
も
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

清
末
・
室
蘭
工
業
大
学
准

教
授
は
「
戦
争
準
備
の
た
め

に
国
家
権
力
が
動
い
て
い

る
。
人
間
が
愚
弄
さ
れ
て
生

命
を
徹
底
的
に
攻
撃
す
る
準

備
が
お
き
て
い
る
時
に
黙
っ

て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

全
国
各
地
で
市
民
た
ち
が
立

ち
上
が
り
、
戦
争
法
案
に
反

対
し
、
命
を
守
る
た
た
か
い

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
戦
争

法
案
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と

や
、
危
険
性
を
伝
え
続
け
る
。

安
倍
政
権
を
打
倒
に
む
け
団

結
し
よ
う
」
呼
び
か
け
た
。

議
院
で
も
強
硬
採
決
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
絶
対
に
許
し

て
は
な
ら
な
い
。
全
国
で
法

案
の
廃
案
に
む
け
た
声
を
上

げ
て
い
る
。
戦
争
法
案
を
廃

案
に
し
、
安
倍
政
権
を
退
陣

さ
せ
る
た
め
に
大
き
な
輪
を

広
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

岩
本
・
北
星
学
園
大
学
教

授
は
「
安
倍
首
相
は
戦
後
70

年
談
話
で
『
宿
命
』
と
い
う

言
葉
を
使
っ
た
。
先
の
戦
争

に
つ
い
て
誤
り
続
け
る
『
宿

命
』
を
子
ど
も
た
ち
に
背
負

わ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ

た
。『
宿
命
』
と
は
軽
々
し
く

使
え
る
言
葉
で
は
な
く
重
た

い
言
葉
だ
。
戦
争
と
い
う
極

限
状
態
の
中
で
自
分
を
納
得

さ
せ
る
言
葉
が
あ
る
と
す
れ

ば
『
宿
命
』
と
い
う
言
葉
し

か
な
い
。
人
間
は
機
械
に
な

ら
な
い
と
他
人
を
殺
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
人
間
を
機
械

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
は
「
安
倍

政
権
は
、
衆
議
院
で
戦
争
関

連
法
案
を
強
行
採
決
し
通
過

さ
せ
た
。
憲
法
学
者
が
違
憲

だ
と
表
明
し
、
成
立
を
望
ま

な
い
国
民
が
７
割
に
な
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道

委
員
会
は
８
月
19
日
、
大
通

公
園
西
３
丁
目
広
場
で
「
総

が
か
り
行
動
」
９
回
目
を
行

い
、
約
５
０
０
人
が
参
加
し

た
。

　

藤
盛
・
北
海
道
平
和
運
動

安
倍
政
権
は
退
陣
だ

自治労第88回
定期大会

川
本

体
制

新

た
く
ま
し
く
、し
な
や
か
に
、た
え
ま
な
く

「

参

議
院

議

員
選
挙
に
む
け

て
、
安
倍
自
公

政

権

を

打

倒

し
て
い
く
こ
と

が
今
求
め
ら
れ

て
い
る
。
来
年

の
参
議
院
選
挙

総がかり
行動

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸
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2015人事院勧告の概要と解説特集
表①―俸給等の改定に伴い諸手当の額が増減する分

【参考】2007年給与改定と2015年給与改定の考え方の違い

表②―国家公務員の一時金

●2015年の一時金（月数）

●2016年の一時金（月数）

注）特定管理職員とは行政（一）７級以上で管理職手当２種以上の管理職員のことをさす。

１

官
民
較
差
と
給
与
改
定
関
係

２
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
関
係

（
２
０
１
６
年
度
に
お
い
て
実
施
す
る
事
項
）

３
す
べ
て
の
職
員
へ
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
を
拡
充（
２
０
１
６
年
４
月
実
施
）

４

２
０
１
５
人
事
院
勧
告
の
課

題
に
つ
い
て

２
年
連
続
の
引
き
上
げ
勧
告

か
っ
た
。
現
給
保
障
の
幅
に

相
殺
さ
れ
て
直
接
的
な
効
果

は
受
け
な
い
が
、
経
過
措
置

廃
止
後
の
給
与
額
や
退
職
手

当
基
本
額
の
増
額
と
な
る
な

ど
の
効
果
に
つ
な
が
る
改
定

と
な
っ
た
（「【
参
考
】
２
０

０
７
年
給
与
改
定
と
２
０
１

５
年
給
与
改
定
の
考
え
方
の

違
い
」
参
照
）。

　

今
後
、
こ
の
勧
告
の
取
扱

い
を
め
ぐ
り
、
様
々
な
議
論

が
政
府
内
外
で
予
定
さ
れ
て

い
る
が
、
総
人
件
費
抑
制
の

方
針
の
も
と
で
完
全
実
施
方

針
と
な
る
か
ど
う
か
、
閣
議

決
定
期
の
取
り
組
み
が
重
要

と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
地

方
公
務
員
に
あ
っ
て
は
、
人

事
委
員
会
勧
告
期
お
よ
び
賃

金
確
定
期
に
お
い
て
、
地
域

の
公
民
較
差
を
踏
ま
え
、
国

ど
お
り
の
給
料
表
の
改
定
に

止
ま
ら
ず
、
地
公
に
は
影
響

の
な
い
地
域
手
当
に
係
る
給

与
原
資
を
活
用
し
、
ど
の
よ

う
に
給
与
水
準
の
改
善
に
結

び
つ
け
て
い
く
か
、そ
し
て
、

ど
こ
ま
で
改
善
を
か
ち
と
る

か
が
大
き
な
論
点
と
な
っ
て

く
る
。

　

２
０
０
７
年
の
給
与
改
定

と
比
較
す
る
と
、
当
時
の
改

定
は
給
与
構
造
改
革
直
後
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
水
準
の

引
き
上
げ
を
行
わ
な
か
っ
た

30
歳
程
度
ま
で
の
職
員
層
に

対
し
て
、
給
与
改
定
を
行
い
、

残
り
の
改
定
原
資
は
、
扶
養

手
当
の
改
善
や
地
域
手
当
等

の
引
き
上
げ
の
前
倒
し
を
行

う
こ
と
で
解
消
し
た
。
現
給

保
障
と
な
っ
て
い
る
30
代
以

降
の
職
員
に
つ
い
て
は
給
料

表
の
改
定
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
。

　

今
年
の
勧
告
に
つ
い
て

は
、
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
の
直
後
で
あ
る
た
め
、

２
級
の
初
任
給
の
号
俸
以
上

の
職
員
が
水
準
を
引
き
下
げ

ら
れ
て
お
り
、
現
給
保
障
と

な
っ
て
い
る
が
、
若
年
層
に

は
２
，
５
０
０
円
程
度
の
俸

給
表
の
引
き
上
げ
を
行
い
、

中
高
齢
層
は
１
，
１
０
０
円

程
度
を
基
本
と
し
て
、
再
任

用
職
員
を
含
め
、
俸
給
の
改

定
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
２
０
０
６
年
以

降
、
１
度
も
高
年
齢
層
職
員

の
俸
給
表
を
増
額
改
定
は
な

た
め
、
俸
給
表
だ
け
の
改
定

で
は
、
民
間
給
与
と
の
較
差

を
解
消
で
き
な
い
と
い
う
新

た
な
課
題
が
浮
上
し
て
い

る
。

　

育
児
ま
た
は
介
護
を
行
う

職
員
に
対
し
て
は
、
割
振
り

単
位
期
間
を
１
週
間
か
ら
４

週
間
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い

て
選
択
し
て
設
定
が
可
能

で
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に

加
え
て
週
休
日
を
１
日
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ア
タ

イ
ム
は
、
毎
日
２
時
間
以
上

４
時
間
30
分
以
下
の
範
囲
内

で
設
定
さ
れ
る
。

　

交
替
制
等
勤
務
職
員
そ
の

他
業
務
の
性
質
上
特
定
の
勤

務
時
間
で
勤
務
す
る
こ
と
を

要
す
る
職
員
に
つ
い
て
、
新

た
な
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

　

さ
ら
に
、
勤
務
時
間
に
関

す
る
勧
告
で
は
、
原
則
と
し

て
す
べ
て
の
職
員
を
対
象
と

し
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

を
導
入
す
る
こ
と
を
勧
告
し

た
。
前
提
と
し
て
職
員
か
ら

の
希
望
を
踏
ま
え
、
公
務
の

運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め

ら
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、

始
業
及
び
終
業
の
時
刻
に
つ

い
て
、
４
週
間
ご
と
の
期
間

に
つ
き
１
週
間
当
た
り
38
時

間
45
分
と
な
る
よ
う
に
勤
務

時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
。コ
ア
タ
イ
ム
は
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

毎
日
５
時
間
設
定
さ
れ
る
。

っ
た
。【
表
②
】

　

こ
れ
ら
の
実
施
時
期
に
つ

い
て
は
、
俸
給
表
は
２
０
１

４
年
４
月
１
日
に
遡
及
し
て

改
定
し
、
一
時
金
に
つ
い
て

は
法
律
の
公
布
日
と
す
る
。

定
、
加
算
額
の
限
度
を
１
２
，

０
０
０
円
引
き
上
げ
、７
０
，

０
０
０
円
に
改
定
す
る
。
ま

た
、
広
域
異
動
手
当
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
６
年
４
月
１

日
以
後
に
異
動
し
た
職
員
に

対
し
て
、
官
署
間
３
０
０
㎞

以
上
の
場
合
に
10
％
、
60
㎞

以
上
３
０
０
㎞
未
満
の
場
合

に
５
％
へ
引
き
上
げ
を
行
う
。

引
き
上
げ
を
基
本
に
改
定

し
、
平
均
改
定
率
０
・
４
％

と
な
る
。
同
時
に
再
任
用
職

員
の
俸
給
額
も
引
き
上
げ

る
。
そ
の
他
の
俸
給
表
に
つ

い
て
は
、
行
政
職
（
一
）
と

の
均
衡
を
基
本
に
改
定
を
行

う
。
さ
ら
に
、
地
域
手
当
に

つ
い
て
は
、
給
与
制
度
の
見

直
し
後
の
支
給
割
合
と
見
直

し
前
の
支
給
割
合
と
の
差
に

応
じ
、
０
・
５
～
２
％
引
き

上
げ
を
行
う
。

　

一
方
、
一
時
金
に
つ
い
て

は
、
昨
年
８
月
か
ら
今
年
の

７
月
ま
で
の
民
間
の
支
給
実

績
が
４
・
21
月
で
あ
っ
た
た

め
、
国
家
公
務
員
の
一
時
金

を
４
・
10
月
か
ら
４
・
20
月

へ
０
・
10
月
引
き
上
げ
る

（
２
捨
３
入
、
７
捨
８
入
）
。

民
間
で
は
人
事
考
課
に
係
る

割
合
が
４
割
程
度
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
て
勤
勉

手
当
に
配
分
し
、
再
任
用
職

員
に
お
い
て
も
０
・
05
月
引

き
上
げ
（
勤
勉
手
当
）
と
な

　

人
事
院
は
、
８
月
６
日
、
国
家
公
務
員
の
月
例
給
を
０
・
36
％
（
１
，
４
６
９
円
）、

一
時
金
を
年
間
４
・
10
カ
月
分
か
ら
０
・
10
カ
月
に
さ
ら
に
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
に
係
る
地
域
手
当
な
ど
を
引
き
上
げ
る
よ
う
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
・
衆
・
参
両
院

議
長
に
対
し
勧
告
し
た
。月
例
給
・
一
時
金
と
も
に
２
年
連
続
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

本
号
で
は
、
今
年
の
人
事
院
勧
告
の
ポ
イ
ン
ト
を
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。
学
習
資
料
と

し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
に
関
し
て
、
２
０
１
６
年

か
ら
実
施
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
地
域
手
当
を
、
２
０
１

６
年
４
月
１
日
か
ら
給
与
法

に
定
め
る
支
給
割
合
に
引
き

上
げ
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
単
身
赴
任
手
当
の
基
礎

額
を
４
，
０
０
０
円
引
き
上

げ
、
３
０
，
０
０
０
円
に
改

０
円
０
・
27
％
）
と
な
っ
た
。

民
間
給
与
は
４
１
０
，
４
６

５
円
に
対
し
国
家
公
務
員
は

４
０
８
，
９
９
６
円
、
較
差

は
１
，
４
６
９
円
だ
が
、
こ

の
較
差
の
配
分
と
し
て
、
俸

給
に
２
８
０
円
、
地
域
手
当

に
１
，
１
５
６
円
、
は
ね
返

り
分
に
33
円
と
し
て
い
る
。

【
表
①
】

　

給
与
改
定
に
つ
い
て
、
月

例

給

は

行
政

職

俸
給

表

（
一
）
の
１
級
の
初
任
給
を

２
，
５
０
０
円
引
き
上
げ
、

若
年
層
に
つ
い
て
も
同
程
度

の
改
定
を
行
う
。
そ
の
他
は

そ
れ
ぞ
れ
１
，
１
０
０
円
の

　

毎
年
４
月
時
点
で
の
国
家

公
務
員
給
与
と
民
間
給
与
と

を
比
較
し
、
較
差
が
あ
る
場

合
は
そ
れ
を
解
消
す
る
こ
と

を
基
本
に
人
事
院
は
勧
告
作

業
を
行
う
。
今
年
は
約
１
２
，

３
０
０
事
業
所
の
約
50
万
人

の
個
人
別
給
与
を
調
査
し
、

完
了
率
87
・
７
％
と
な
り
例

年
並
み
の
民
間
給
与
の
デ
ー

タ
は
把
握
で
き
て
い
る
。

　

月
例
給
に
つ
い
て
は
、
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
比
較
方
式
に
基

づ
い
て
、
民
間
給
与
と
の
較

差
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
職
員

１
人
あ
た
り
１
，
４
６
９
円

０
・
36
％
（
昨
年
１
，
０
９

　

24
年
ぶ
り
に
俸
給
表
や
一

時
金
が
２
年
連
続
増
額
改
定

さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
公
務

員
に
と
っ
て
は
、
地
域
手
当

へ
の
配
分
が
ほ
と
ん
ど
な
い

ラスパイレス比較方法

　学歴は４区分（中卒、高

卒、短大卒、大卒）、年齢は

18歳から２歳きざみ、勤務

地域は８区分、国家公務員

と民間との役職を精確に対

応させて、それぞれの区分

での国家公務員と民間企業

従事者との平均給与額を算

出して、国家公務員と同じ

人員がいたものと仮定し

て、国公と民間との総給与

費の比較を行う方法。

区分 ６月期 12月期 小計 合計

一般職員 期末手当 1.225（支給済） 1.375（改定なし） 2.60 4.20勤勉手当 0.750（支給済） 0.850（現行0.750） 1.60

特定管理職員 期末手当 1.025（支給済） 1.175（改定なし） 2.20 4.20勤勉手当 0.950（支給済） 1.050（現行0.950） 2.00

再任用職員 期末手当 0.650（支給済） 0.800（改定なし） 1.45 2.20勤勉手当 0.350（支給済） 0.400（現行0.350） 0.75

区分 ６月期 12月期 小計 合計

一般職員 期末手当 1.225 1.375 2.60 4.20勤勉手当 0.800 0.800 1.60

特定管理職員 期末手当 1.025 1.175 2.20 4.20勤勉手当 1.000 1.000 2.00

再任用職員 期末手当 0.650 0.800 1.45 2.20勤勉手当 0.375 0.375 0.75

＂長期共済＂早めの加入で
～備えあれば憂いなし！～

較差 1,469円

俸給 280円
地域手当 1,156円

跳ね返り 33円

比 較
国家公務員給与

408,996円

民間給与
410,465円

0.11月

比 較
国家公務員

4.10月

民間
4.21月
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機
関
紙
「
自
治
労
北
海
道
」

８
月
１
日
・
11
日
（
２
１
２
５
号
）
合
併
号
の
記
事
３

面
の
「
全
道
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
で
敢
闘
賞
の
受
賞

者
が
、
苫
小
牧
市
職
労
「
岩
田　

淳
子
」
さ
ん
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
岩
田　

涼
子
」
さ
ん
が
正
し
い
名

前
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
争
関
連
法

案
反
対
の
集
会

に
は
様
々
な
団

体
や
飛
び
入
り

の
市
民
が
参
加

し
て
く
る
。
い

つ
も
は
孤
軍
奮

闘
気
味
の
労
働

組
合
に
と
っ
て
は
心
強
く
も

あ
る
が
、
よ
り
広
範
な
民
意

を
結
集
す
る
た
め
、
我
々
の

運
動
を
見
直
す
こ
と
も
必
要

だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

先
輩
に
「
街
宣
車
で
の
喋

り
も
新
人
の
任
務
」
と
教
え

ら
れ
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
。
そ
も
そ
も
、
未
だ
に
新

人
の
任
務
が
回
っ
て
く
る
自

分
自
身
も
疑
問
だ
が
、
そ
ん

な
こ
と
よ
り
最
近
の
街
宣
車

は
「

シ

ュ

プ

レ

ヒ

コ

ー

ル
！
」
と
始
ま
る
喋
り
慣
れ

た
も
の
で
は
な
く
「
せ
ん
そ

ー
ほ
ー
あ
ん
ぜ
っ
た
ー
い
は

ん
た
い
！
」
と
リ
ズ
ム
付
き

の
デ
モ
コ
ー
ル
で
あ
る
。

　

最
初
は
違
和
感
が
あ
っ
た

が
、
幅
広
い
団
体
を
代
表
す

る
コ
ー
ル
は
こ
れ
で
良
い
の

か
も
知
れ
な
い
、
と
考
え
て

思
い
至
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
労
組
が
自
分
た

ち
の
主
張
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
と
し
て
叫
ぶ
な
ら
ば
、

そ
れ
は
労
組
の
主
張
の
域
を

出
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

よ
り
広
範
な
民
意
を
代
表
し

た
主
張
だ
と
訴
え
る
た
め
に

は
、
時
に
工
夫
も
必
要
だ
と

感
じ
た
。�

（
高
田　

将
平
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

夏祭りに300人が参加し盛り上がった＝８月７日

【
渡
島
地
本
発
】
函
館
市
職

労
と
函
館
市
公
共
サ
ー
ビ
ス

労
組
は
、
８
月
７
日
、
函
館

市
・
Ｂ
Ａ
Ｙ
は
こ
だ
て
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
組
合
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
「
夏
祭
り
だ
！

市
職
連
!!
」
を
開
き
、
３
０

０
人
を
超
え
る
組
合
員
や
家

族
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
執
行
部
が
中

心
と
な
り
会
場
設
営
か
ら
出

店
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
な
ど
を

行
い
な
が
ら
組
合
員
相
互
の

交
流
・
懇
親
や
家
族
サ
ー
ビ

ス
の
場
を
提
供
す
る
も
の

で
、
２
０
０
２
年
に
第
１
回

を
開
催
し
て
以
降
、
２
０
１

３
年
を
除
き
毎
年
開
催
し
て

お
り
、
今
年
で
13
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
霧
雨
が
降
る
な

ど
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り

ま
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ
上
で

は
、
恒
例
の
抽
選
会
や
参
加

型
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
「
た

た
い
て
か
ぶ
っ
て
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ポ
ン
」
と
騒
音
測
定
器
を

お
借
り
し
て
「
大
声
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
、
出
店
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
く
じ
引
き
や
ヨ

ー
ヨ
ー
・
射
的
・
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
・
綿
あ
め
を
出
店
し
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、

白
熱
し
た
た
た
か
い
や
思
わ

ぬ
発
表
な
ど
も
あ
り
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
ほ
か
、
懐
か

し
の
出
店
を
親
子
で
楽
し
ま

れ
る
な
ど
、
参
加
さ
れ
た
組

合
員
・
家
族
に
は
大
い
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
函
館
市
職
労
副
委
員
長
・

隼
人
聖
児
）

「
夏
祭
り
」で
組
合
員
と
家
族
が
交
流

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

「地域包括システム」
を構築しよう

㉒

　

８
月
19
日
付
け
の
北
海
道

新
聞
記
事
で
、
政
府
が
地
方

創
生
の
柱
に
掲
げ
る
高
齢
者

の
地
方
移
住
を
め
ぐ
り
、
日

本
創
生
会
議
に
「
医
療
・
介

護
の
受
け
入
れ
に
余
力
が
あ

る
」
と
指
摘
さ
れ
た
道
内
６

地
域
の
中
心
６
市
が
い
ず
れ

も
介
護
施
設
の
待
機
者
が
多

く
「
十
分
な
余
裕
は
な
い
」

と
認
識
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
医
療
や
介

護
分
野
の
人
材
不
足
が
理
由

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
も
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て

く
ら
し
続
け
る
た
め
、
地
域

雇
用
を
創
出
し
、
医
療
・
介

護
・
子
育
て
な
ど
の
社
会
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　

東
京
圏
の
高
齢
者
急
増
問

題
に
対
応
す
る
た
め
に
高
齢

者
を
地
方
移
住
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
一
人
ひ
と

り
の
「
生
活
の
質
」
に
着
目

し
、
高
齢
者
も
障
害
者
も
子

ど
も
も
す
べ
て
の
住
民
が
安

心
し
て
地
域
で
く
ら
し
、
そ

し
て
支
え
合
う
「
地
域
包
括

シ
ス
テ
ム
」
を
住
民
と
と
も

に
構
築
し
、
活
力
あ
る
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
全
力
で
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

市民ら200人が参加し、参議院で「戦争法案」の廃案をめざすことを確認した＝８月15日

横路孝弘・衆議院議員

「
戦
争
法
案
」を
廃
案
へ
！
不
戦
の
日
！
北
海
道
集
会

「
憲
法
９
条
」は
戦
争
の『
抑
止
力
』

に
教
育
を
受
け
る
権
利
と
し

て
義
務
教
育
に
つ
い
て
明
記

さ
れ
た
」
と
説
明
し
た
。
ま

た
、
終
戦
当
時
か
ら
の
問
題

点
に
つ
い
て
「
東
京
裁
判
で

は
戦
犯
を
確
定
し
た
が
、
満

州
事
変
、
特
攻
、
人
体
実
験

な
ど
戦
争
で
起
き
た
問
題
に

つ
い
て
一
切
総
括
を
行
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
に

関
わ
っ
た
者
が
何
ら
裁
き
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
が
問
題

だ
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し
た

過
去
の
問
題
を
隠
す
よ
う

『
戦
争
放
棄
』『
男
女
平
等
』

『
国
会
の
二
院
制
』『
天
皇
の

象
徴
制
』
が
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
憲

法
９
条
に
お
い
て
は
（
国
際

関
係
を
考
慮
し
）
、
軍
事
介
入

を
し
な
い
こ
と
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。
さ
ら
に
日
本
の
貧

困
状
況
か
ら
社
会
保
障
制
度

の
根
幹
で
あ
る
生
存
権
を
25

条
に
規
定
し
、
誰
で
も
平
等

け
だ
。
彼
が
守
ろ
う
と
す
る

日
本
精
神
と
は
戦
前
の
富
国

強
兵
と
天
皇
崇
拝
を
意
味
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
安

保
法
案
と
安
倍
政
権
に
対
し

私
た
ち
が
今
後
何
を
す
べ
き

か
確
認
し
合
う
集
会
に
し
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

横
路
孝
弘
・
衆
議
院
議
員

は
「
日
本
国
憲
法
と
安
全
保

障
を
め
ぐ
る
情
勢
」
と
題
し
、

講
演
し
た
。

　

横
路
さ
ん
は
日
本
国
憲
法

が
制
定
さ
れ
た
経
過
に
つ
い

て
触
れ
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草

案
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
、
憲
法
草

案
が
あ
る
が
、（
当
時
の
日
本

の
国
家
主
義
的
な
状
況
を
考

慮
し
）
最
終
的
に
は
大
き
く

　

主
催
者
を
代
表
し
北
海
道

平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
江

本
秀
春
共
同
代
表
は
「
戦
後

70
年
談
話
で
の
安
倍
首
相
の

発
言
は
第
三
者
的
で
あ
り
、

実
に
空
虚
。
こ
の
国
を
ど
の

よ
う
に
し
た
い
の
か
分
か
ら

な
い
言
葉
を
並
べ
て
い
る
だ

８
・
15
北
海
道
集
会
を
開

き
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し

た
。

　

８
月
16
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
「
戦
争
法
案
」

を
廃
案
へ
！
不
戦
の
日
！

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

を
２
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を

自
分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン

自
由
席
。
締
め
切
り
は
９
月
11
日

（
金
）
午
後
４
時
、
道
本
部
Ｈ
Ｐ

【
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
】

上
部
の
「
道
本
部
へ
の
メ
ー
ル
」

で
受
付
（
単
組
名
、
名
前
、
連
絡

先
を
明
記
）
当
選
者
に
連
絡
す
る
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ

チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

「
日
教
組
ど
う
す
ん
だ
」
（
２
月
19
日
・
衆

予
算
委
）「
早
く
質
問
し
ろ
よ
」
（
５
月
28

日
・
衆
平
案
特
委
）「
ま
あ
い
い
じ
ゃ
ん
。

そ
う
い
う
こ
と
は
」
（
８
月
21
日
・
参
平
安

特
委
）

　

学
習
能
力
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
安
倍

総
理
が
委
員
会
で
の
野
次
を
繰
り
返
し
て

い
る
。
野
次
の
内
容
は
、
質
問
者
を
愚
弄

す
る
も
の
で
許
し
が
た
い
。野
次
の
都
度
、

委
員
会
審
議
が
止
ま
り
、
発
言
を
取
り
消

し
た
り
、
注
意
を
受
け
た
り
し
て
い
る
。

小
泉
、
安
倍
、
福
田
、
麻
生
、
鳩
山
、
菅
、

野
田
、
そ
し
て
再
度
、
安
倍
と
、
私
は
国

会
活
動
で
７
人
の
総
理
に
接
し
た
。
い
ず

れ
も
個
性
あ
る
方
々
だ
が
、
安
倍
総
理
ほ

ど
答
弁
の
態
度
が
悪
い
方
は
い
な
い
。

　

質
問
に
は
ま
と
も
に
答
え
ず
、
自

説
を
延
々
と
述
べ
る
。
質
問
者
に
注
文
を

つ
け
る
場
面
も
多
い
。
総
理
が
こ
ん
な
調

子
だ
か
ら
、
い
く
ら
委
員
会
で
時
間
を
費

や
し
て
も
、
議
論
が
深
ま
ら
な
い
。

�

（
８
月
24
日
、
議
員
会
館
に
て
）

答
弁
の
態
度
悪
い
安
倍
総
理

㊲

障
関
連
法
案
に
つ
い
て
「
安

倍
首
相
は
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
は
絶
対
な
い
と
言

っ
て
い
る
が
、
紛
争
地
域
に

危
険
も
安
全
も
な
い
。
日
本

が
他
国
の
軍
事
行
動
に
加
担

す
れ
ば
間
違
い
な
く
敵
と
見

な
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
の

日
米
同
盟
の
強
化
と
称
し

て
、
こ
の
間
の
自
衛
隊
の
動

向
を
考
え
る
と
、
明
ら
か
に

日
本
は
戦
争
の
準
備
に
入
っ

て
い
る
状
況
に
あ
る
」
と
情

勢
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

紛
争
地
域
に
安
全
は
な
い

日
本
人
は
信
頼
さ
れ
て
い
る

　

最
後
に
「
憲
法
9
条
が
戦

争
し
な
い
た
め
の
『
抑
止

力
』
と
し
て
果
た
し
て
き
た

役
割
は
大
き
い
。
そ
の
こ
と

は
世
界
で
も
評
価
さ
れ
て
い

る
し
、
海
外
で
も
日
本
人
は

信
頼
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は

や
は
り
非
軍
事
的
な
活
動
を

続
け
る
べ
き
だ
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
で
平
和
と

民
主
主
義
を
求
め
る
労
働

者
・
市
民
と
の
連
帯
を
一
層

強
め
「
戦
争
法
案
」
の
参
議

院
段
階
で
の
廃
案
を
め
ざ
す

こ
と
を
全
体
で
確
認
し
た
。

に
、
表
面
化

さ
せ
な
い
動

き
が
全
国
的

に
見
ら
れ
る

こ
と
自
体
問

題
で
あ
る
」

と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
今

回
の
安
全
保

訂
正
と
お
わ
び


